
＜エンディング・ムービー考＞
　先日、エンディング・ムービーを延々流す先生の講演を聴きま

した。長いだけでなく明らかに感情過多なものでした。講演のエ

ンディングでは、映画のような意図された余韻は必要ありません。

とくに 2時間程度の短いプレゼンでは NGです。どうしても入れた

い場合には、1分以内でまとめてください。しかし、例外もあります。

1日講演や明らかに自分の固定ファンが多い講演会では、スマー

トなエンディング・ムービーがさらなる感動を呼ぶことがあります。

その際、知的な興奮材料（たとえば臨床哲学や心に残った本など）

を入れることを忘れずに。感情にも流されないように。

＜バックアップはPDFで＞
　プロジェクターやパソコンのトラブルに備え、当日の講演データ

を SDカード等にコピーして持参しおくと安心です。再現性の高い

PDFファイルで書き出しておけば、MACでもWINでも、どんなコ

ンピュータでも開けます。PDFのスライドショー機能を使って映写

もできます。さらに、主催者に動作確認済みの予備のパソコンを

用意しておくようお願いしておけば万全です。

＜講演資料はできるだけ詳しく＞
　講演テキストは、できるだけ詳しいものを提供します。文章中

心のテキスト形式が一般的ですが、講演スライドをそのままハン

ドアウトしてレジュメとして使っても大丈夫です。この方が作製の

手間が少ないだけでなく、進行順でわかりやすく、かえって受講

生に喜ばれるかもしれません。講演中に使う言葉で、受講生には

難しいかな、と思われるものに関しては、keyword集や Q&A集

を作っておくと、講演中に説明する時間が省けて便利です。少し

複雑な内容や、細かな器材の名前などについては、「Q&Aに詳し

く書いてありますからそれをご参照ください」の一言で済みます。

＜ライブは怖い、でも面白い＞
　最後に、もう時効なので、私の関係者しか知らない秘話を紹

介します。20年以上前、所属組織が主催した、数百人収容の

大会場における記念講演会でのこと。複数の講師たちは万全の

準備で臨み、最後のシンポジウムも平和裡に終わる予定でした。

しかし、その裏側で、「そのような予定調和的なエンディングでは

終わらせない」主催者側の企みがあったのです。事前の打ち合わ

せで各講師の治療指針に微妙な食い違いを感じていた運営委員

会は、途中司会者を通して、各講

師の違いをわざと際立たせるよう

にしたのです。

　最後のディスカッションでは、

案の定、熱いバトルが始まりました。

ある講師の発言に、他の講師が

反論し、会場から拍手が起こった

り、ブーイングが聞こえたりと聴衆の興奮はいやがおうにも高まり

ました。司会の挑発や過激な発言の応酬、やり込められたと思わ

れた講師からの思わぬ逆襲などで会場は騒然、あわやというとこ

ろで、重鎮の歯科医の仲裁により、幸いこのシンポジウムは良識

的な収束を迎えることができました。主催者側としては、目論み

どおりの進行に「してやったり」の大成功。久々にライブでしか味

わえないカタルシスを得て、そのあとの打ち上げはかつてないほど

の盛り上がりを見せました。

　このように、ライブシンポジウムがうまく行ったときには、書物

や論文の何倍もの感動を参加者と分かち合うことができます。また、

1テーマをさらに深く掘り下げることも可能です。その反面、仕掛

けを間違えると、参加者が節度を失い、講師のプライドを傷つけ

る結果にもなりかねません。「講演会は水もの」とよくいわれますが、

この講演会ほどライブの怖さと面白さを体験させてくれた企画はあ

りませんでした。

～次号からはデンタル・プレゼンテーションの「各論」に移行し、

資料製作などの具体的な手法を紹介してまいります。～

“ メルサージュ ブラシ（ソフト） ”
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　デリケートな症例におすすめの

歯面研磨清掃ブラシです。軟ら

かく、超極細毛の歯ブラシと同

等の細さのブラシで、歯肉炎や

歯周炎、知覚過敏症、露出根面

に適します。補綴装置周辺やイ

ンプラント補綴には、きめの細かい研磨ペーストを用い軽いタッ

チで使用します。ホワイトニングの術前清掃や歯肉からの出血を

避けたいケースなどにも重宝します。研磨時は、振動が少なく響

く感じがないので、歯面の傷つきを心配される方にも安心して使

用できます。
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